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～第 208 通常国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動主催 2.9 定例国会行動～ 

 

 

三者共催による第 2 回目の定例国会行動

は、2 月 9 日、農民連の藤原麻子事務局次長

による司会のもとでおこなわれ、80 名が参加

しました。新型コロナウイルスのオミクロン

株による感染拡大が急速に広がり、検査体制

もひっ迫するなかで、第５波以降、準備を怠っ

てきた岸田政権の危機管理能力のなさが露呈

している状況です。参加者は、後手後手にまわ

る政府の対応を批判し、国民のいのちと暮らし最優先の予算をおこなうよう訴えました。当日は午前中より

埼玉デーもとりくまれました。 

 

大軍拡は、社会保障の削減と新たな増税を招く！ 

主催者を代表して挨拶をおこなった全商連の中山眞

常任理事は、改憲と大軍拡を進め教育に介入する岸田

政権を批判し「いま、せん滅すべきは『敵基地』ではな

くコロナウイルスだ」と強調。燃料価格高騰の抑制と

する石油元売り企業への補助金について「価格引き下

げではないと新聞広告にも書かれており、消費税 5％

への引き下げで 8 円/ℓ安くなる」と指摘。「いまこそ消費税減税、インボイス制度の中止を」と訴え、

「市民と野党共闘の発展で大軍拡・改憲政権を参院選で過半数われに追い込もう」とよびかけました。 

 

改憲発議のための憲法審査会ではなく、予算委員会でしっかり議論を！ 

国会情勢を報告した日本共産党の武田良介参議院議員は、オミクロン株

による感染急拡大のなかで、検査体制のひっ迫やワクチン接種の遅れな

ど、先手先手といいながら後手に回る岸田政権のコロナ対策を批判。米軍

基地からの感染拡大をめぐっても、日本入国に際しての出国検査がおこな

われていないなど、「米軍に対する検疫権を持っていないことが最大の問

題だ」と指摘。日米地位協定の抜本改定とともに、改憲を許さず、憲法が

いかされる社会の実現に向けて頑張り抜くと訴えました。 

岸田「大軍拡・改憲」政権 反対！軍事費削ってコロナ対策にまわせ！



福祉･保育労働者が、いのちと暮らしを支える公共的役割を発揮できる財源の確保を！ 

 

労働者の健康、利用者、歩行者の安全をまもるためにも 11 時間のインターバルは必要！ 

                                                                              

馬毛島の基地建設は、第 2 の森友事件であり、第 2 の辺野古新基地建設だ！ 

 

 
  
第 208 通常国会（1/17～6/15） 今後の定例国会行動の予定 

福祉保育労の佐々木和子副中央執行委員長は、現在全面休園している保育所や認定

こども園が 2 月 3 日時点で 43 都道府県 777 カ所にのぼったと厚労省の発表を報告。

「現場では感染予防対策を徹底してきたが、検査キットも足りず、国や自治体は経済

効率優先で休園をよしとしない。保育園や学童は子どもたちのいのちを預かっている

施設だ」と訴え、大幅賃金 UP と慢性的人手不足解消を求めて、春闘ではストを構え

た「怒りの全国アクション」を全国各地に配置し奮闘する決意を述べました。 

自交総連の菊池和彦書記長は、現在、厚労省で審議されているタクシー、バス、ト

ラックなど自動車運転者の労働時間の上限規制改正の焦点について、「勤務と勤務の

間のインターバルは 8 時間とされているが、効率化を求める使用者側と 9 時間か

11 時間かをめぐり激しい攻防となっている」と報告。「労働者の健康、利用者、歩

行者の安全をまもるためにも、絶対に 11 時間のインターバルは必要だ」と訴え、イ

ンターネット署名などの協力をよびかけました。 

行動の最後は、全日本民医連の正森太朗さんによるコールととも

に「改憲発議は許さないぞ！」などと、参加者は国会に向けて怒り

のこぶしをつよく掲げました。 

◆  12:15～13:00    ◆衆議院第 2 議員会館前     ◆隔週の水曜 

◆ 2 月 24 日(木)、3 月９日、3 月 23 日、4 月６日、4 月 20 日、5 月 11 日は中止  

5 月 25 日、6 月 8 日    今後の状況により、変更がある場合はお知らせします。 

 

安保破棄中央実行委員会の林竜二郎事務局次長は、馬毛島の自衛隊基地建設の用地

買収をめぐり、多額の造成費を上乗せしていた事実を上げ、第 2 の森友事件だと指摘。

また、現地の人々が反対するのに基地建設を強行するのは第 2 の辺野古だとし、こう

したことを繰り返してはいけないとして行動提起をおこない、「力をあわせて一つひと

つの行動を成功させよう」と呼びかけました。 

◆ 2月16日(水)12時～  偽装請負･委託を許すな！フリーランスに安心を！院内集会参議院会館

B106 主催:全労連闘争本部  
◆ 2 月 19 日(土)14 時～ 2.19 国会議員会館前行動 衆議院第 2 議員会館前 総がかり/市民アクション 

◆ 2月23日(水･祝)13時～「日本復帰50年 沖縄のたたかい」学習と交流集会  
           エデュカス7Fホール 安保破棄中実委 全国代表者会議 


